特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　　2014年01月09日　　　494号
七草摘みと七草粥を楽しもう6日(月)午前10時から39名の参加で楽しく成功　子ども7名（毎日・京都新聞が翌日報道）。例年の通り10時から始まりました。遠方からの皆さんは近鉄新田辺駅9時30分集合で、青代さんのガイドで10時に到着されました。設営や準備が整ったところで円形に並んだ椅子に着席、司会役の播川さんの声が響き渡りました。今日はお正月ですので、まず「一月一日」という歌を歌いましょう。お腹から声を出して元気にと声がかかりました。里山の会専属バンド大正琴「ハナミズキ」の森さんと小川さんの澄んだ音色の伴奏が始まりました。きれいな音色が響きますと、みんなよく知っている曲でしたので、大きな声が出せました。[とーしの初めの・・・・]と二番まで歌い切り、続いて [あたまを雲の上にだし…]の富士山を大きな声で合唱しました。一度に顔なじみになれたようです。自己紹介もスムースに進みました。姫路から来られた方、池田からや宇治、奈良からの方もありました。新聞で知ったのでという人もかなりおられました。そして、全員で記念写真を撮影。続いてこの日飛び入りの美声が披露されました。木津川市の小玉さんは7年間ニューヨークなどアメリカ各地で歌の修業を重ね最近帰国、七草摘みに参加されました。早速得意の喉を披露いただきました。東北大震災の復興を願って「花は咲く」をお願いしました。快く引き受けていただき素晴らしい歌声が響き渡り、皆さんは想定外のお土産にすっかり聞き惚れ満足顔でした。心まですっかり豊かになる雰囲気でした。今年初めて用意できた「摘み籠」を手にして田圃に移動しました。案内や解説は、里山の会の湯川さんや近藤さんが引き受けていただきました。七草を覚えようとすごい熱意が伝わります。一生懸命でした。約1時間でしたがあっという間の作業でした。毎年この場所で行っていますので、少なくなってきているので、なかなか見つけられません。それでも何とか、かんとか集まりました。間違いやすいものを選り分けて、摘んできた七草はお土産に持ち帰っていただきました。里山の会が前日に用意しておいた七草を、古代の童服を着た子どもたちを中心にして、麻呂やお姫さんの衣装を着た方々に刻んでいただきました。その他の参加者には手拍子を打ちながら、七草の囃子言葉を歌ってみんな一つになって刻み作業を進めます。一方で、古代の火起こし機を使って起した元火からお粥を炊いておいたところに刻みたての七草を投入して、少し待つと七草粥の出来上がりです。木津川の若竹で使った里山お椀にお粥を入れて頂いて、里山箸でアツアツをいただきました。七草粥や小豆粥、芋粥等三種類を食べ分けました。市販の七草を食べたが、全く味が違いますね。自然のものはしっかりした特徴ある味と食感があって、本物という感じがします。と感想がありました。大変良い天気でした。まったく寒さなど気にすることなく楽しいひと時が過ごせました。主催する側も参加者も、この日集まったみんなが温かな心になり、新年にふさわしい取り組みとなりました。終わりに記念写真をお土産に持って帰っていただきました。
8日の事務局会議で出された新年早々の活動開始をお伝えします。
白木弘一さんは2日の午後9時30分からホームページの週刊ニュースの発信を行っていただきました。多くの皆さんは正月ぐらいゆっくりしようとお考えの時期なのに、伊藤さんのアクシデントが重なって、パソコン部会では最高齢の白木さんが大奮闘をいただきました。予定がはっきりあるのに、それをまげてご協力いただきました。本当にありがとうございました。
森幾久子さんは3日の正午に事務所に来られました。やっと肩の荷が下りました、駐車場のことが気になってのぞきに来ましたとのことで、よいところにお越しいただいと言って、七草のオープニングに斉唱をしましょう、そしてビニール袋での七草摘みは、古代衣装が台無しになるので摘み籠を用意しましょうと、話し合って、さっそく籠を求めて井手の有王まで出かけました。少し工夫を加えると、素晴らしい効果を生むものですね。有難うございました。
森島保さん4日から事務所に来所、年末にはハイキングコースの清掃に29日一日使っていただきましたのに、4日には気になる七草の準備の点検をして、多くの方々と連絡を取って準備体制を整えていただきました。
5日には森島、大村、青代、有田、深田、小川、森、播川、片木、藤田さんの面々が集まって準備万端を整えていただきました。またこの日には近藤さんや湯川さん中村さんたちが里山農園で七草の事前摘みを行い、きれいに水洗いもしていただきました。こんなことを前準備として行って当日を迎えました。
黒豆味噌つくり申し込み受け付け中　10ｋｇの味噌量　参加費11000円（製造に行けない人…注文のみの場合も11000円）。製造に行けない人のために・味噌製造注文を受付けています。（皮を剥いたものを事務所に届けてください19日夕方まで）　　
日程　申し込み締め切り　13日午後6時…時間厳守　14日黒豆注文　麹製造の申し込み　17日黒豆・事務所に到着、連絡する。　黒豆を受け取りに来所のこと、18日黒豆の分配　すぐ水につける　19日黒豆の川剝き　20日福知山へ
炭焼きの原木の切り出しに　参加を求める　12日(日)午前10時～12時　原木2～3本の切り出し　場所：里山農園　
事務局会議では13年度活動報告素案が提案され検討　14年度通常総会に向けて準備が始まりました。新年初会議では活動報告の素案が提案され各自が次回に修正等を検討が求められました。会員各位におかれては、次年度の活動など今年を振りかえり楽しくする活動をご提案ください。また、500人会員へ実現へのご提案をご連絡ください。提案大歓迎です。　　　＜山村記＞
